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１． 目的 

本研究の目的は，小規模校・複式学級の体育授

業において，人間関係が固定化された中で行われ

る子ども間のコミュニケーションをもとに，小規

模校・複式学級の体育授業における子どもの特性

を明らかにすることである． 

 

２． 研究方法  

１）時期及び対象者 

・事例研究（表 1） 

・インタビュー調査 

 対象：小規模校・複式学級に勤務または 

担任する教師 11名 

 時期：2020年 6月～11月 

２）分析方法 

・事例研究：木下(2007)の M-GTAの分析手

順を参考に分析を行った． 

・インタビュー調査：NVivo12 pro を用い

て分析を行った． 

 

３． 結果と考察 

事例では，「否定的な言葉の少なさ」，「無言の配

慮」といった特徴が確認できた．この否定的な言

葉の少なさは，互いの技能や特性の理解によると

いえる．また，児童らは否定されないことで，安

心感を持ち自己解放がなされている．さらに，事

例において「無言の配慮」が見られた．この配慮

後，配慮を受けた児童に活動の変化が生まれ，意

欲向上や連係プレーの挑戦へとつながった．この

配慮は，相互理解の深さによると推察できる．さ

らにこの配慮から，自分一人での活動ではなく協

働を重視しているとも推察できる． 

インタビューでは，子どもの寛容さや相互理解

の深さについて複数の教師が述べていた．これら

は事例で見られた否定的な言葉の少なさにつなが

ると推察できる．さらに教師は，阿吽の呼吸，暗

黙のルールなど言葉にしない子どものやり取りに

ついて述べていた．これらの見えないコミュニケ

ーションは事例の無言の配慮につながるといえる． 

 この否定的な言葉の少なさと見えないコミュニ

ケーションから，「安心感」と「仲間との活動の優

先」が示唆された．  

 

４． 結論 

 結果から，「安心感」と「仲間との活動の優先」

が示唆された．これらの特徴は，否定的な言葉の

なさや無言の配慮から生まれるものと考えられる．

さらにこの「安心感」と「仲間との活動の優先」

の相互作用により，差を包括し，だれもが夢中に

なって楽しめる体育を実施できる環境を生み出し

ているといえる（図 1）． 
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図 1．小規模校・複式学級の体育授業の特性 

事例➀ 事例②

時期 2018/9/11~10/18 2019/9/5~10/3

対象 T小学校2・3学年 K小学校5・6年生

単元 鉄棒 バレーボール

表 1．調査対象及び時期 


